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令和 7 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 7 年 5 月 15 日(木) 18 時 30 分～20 時 15 分  

開催場所 波佐まちづくりセンター 参加人数   3 人 

出席議員 西田清久、布施賢司、川上幾雄  

意見 

【総務文教委員会】 

・夏おどり大会について 

・公共交通について 

 民間事業者でなく市としての対応が望まれる。 

・相乗りタクシーについて 

 活用方法について芸北地域の現状を参考に改善を望む。 

・中学生の通学定期について 

 民間バスの便が少なく、市バスに乗車しなければならない

機会は有料（通学定期無効）となるので検討を望む。 

・小学校児童数の減少について 

 地域として、小規模特認校への指定を検討してほしい。 

・免許返納時に配布される敬老乗車券について 

 使い切れないこともあるので商品券等も検討されたい。 

【福祉環境委員会】 

・AED を地域毎へ設置、消火器の更新を検討している 

 事業費は地域づくり振興事業対応に可能性があると答弁。 

・地域医療について 

 通院手段の不足、診療方法の改善が望まれる。 

・帯状疱疹ワクチン接種について 

 該当者説明が解りにくいのでもう少し詳しく。 

【産業建設委員会】 

・神楽衣装への補助について 

 活用範囲の拡大を望む……本年は拡大していると説明 

・土砂崩れ危険箇所への対応について 

 相談が途中で途切れないよう繋がった対応を望む。 

今回の会で心に止めたことは、「大人が地域行事に参加して一生懸命な姿

を見せることが子供たちの将来に生きてくる。」でした。 

 

        令和 7 年 5 月 16 日  川上 幾雄 


